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原著

初年次 科目の学習成果にオンデマンド化が与える影響

村上太郎 ・石川勝彦 ・谷口幹也 ・佐藤（中村）紗和子 ・樋渡由貴

九州女子大学人間科学部 山梨学院大学学習・教育開発センター

要約：本研究では，対面授業とオンデマンド授業の違いが，初年次 PBL 科目における学習成果の違い

に与える影響を検討した。分析の結果，オンデマンド授業において協同作業認識尺度における協同効

用のスコアが対面授業より高い傾向がみられた一方で，協同作業をネガティブに評価する尺度である

互恵懸念のスコアが対面授業より低い傾向がみられた。加えて，学習成果全体を観察した場合，オン

デマンド授業において，授業に適応的でない学生数が減少し適応的な学生数が増加するという改善が

みられた。

（キーワード：初年次教育， ，オンデマンド授業）

The Effects of Switching to On-Demand on Learning Outcomes in First-Year PBL Courses
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Abstract: In this study, we examined the effect of the difference between face-to-face and on-demand 
classes on the differences in learning outcomes in first-year PBL courses. As a result, it was found that the score 
of the usefulness of cooperation in the belief in cooperation scale tended to be higher in the on-demand 
class than in the face-to-face class, while the score of inequity, which is a scale to evaluate collaborative 
work negatively, tended to be lower in the on-demand class than in the face-to-face class. In addition, when 
observing the overall learning outcomes, the number of students who were not adaptive to the class 
decreased and the number of adaptive students increased in the on-demand class. 
(Keywords: first-year experience, project-based learning, distance learning) 

はじめに

本研究では，対面授業とオンデマンド授業の違

いが，初年次 Project Based Learning (PBL)科目にお

ける学習成果の違いに与える影響を検討した。

遠隔授業（オンライン授業）を適切に展開する

ためには，対面授業とは異なった，遠隔授業に固

有の学習支援の必要性が課題として挙げられる。

遠隔授業が大学教育に導入された例として，アメ

リカのメリーランド大学 Eastern Shore は 2001 年

にオンライン授業をカリキュラム化し，2006 年に

ガイドラインを教員向け自己評価ルーブリックの

形で公表した 1)。当該ルーブリックは，オンライ

ン授業が有すべき特徴を明確に打ち出している。

具体的には「アクティブ・ラーニングの補完」「個

別対応」「反復性の高さ」「学習管理の容易さ」で

ある。またルーブリック項目を見てみると，オン

ライン学習は対面授業の補完という位置づけでは

なく，対面授業と遜色ないインタラクティブ性，

即時性，臨在性を有すべきことが明示されている。

ルーブリック項目 1)を表 1 に示す。


	バインダー2
	バインダー1
	Merge_ジャーナル19号



